
【資料データ】
《聖母への奉納画》
Ex－voto to Virgin 
メキシコ／ 20－21世紀／金属製、着色／ 23.0×28.0cm

ESTABA UNA 

CALACA ENAMOR

ADA DE MI

HIJA LUISA

PERO CON LA 

AIIUDA DE LA VIRGEN Y UNA 

ESCOBA NO VOLVIO A MOLESTAR

             GRACIAS

Estaba una Calaca enamorada de mi hija Luisa 

pero con la aiiuda(ayuda) de la virgen y una 

escoba no volvio a molestar gracias

カラカが私の娘ルイサに恋していました。しか

し、聖母とほうきの助けによって、もう悩まさ

れません。感謝します。

西山　　萌

西南学院大学博物館所蔵
《聖母への奉納画》

西南学院大学博物館 研究紀要 第7号

75



解題

　メキシコは人口の大多数がカトリックで、敬虔な

信者が多い国として知られる。地方の小さな集落に

も教会堂があり、その内部では、イエス・キリスト、

聖母マリア、諸聖人の像がたたずんでいる。聖像の

周囲には信者によって奉納された品々が飾られてい

る。メキシコでは、感謝のしるしとして教会に奉納

するという風習がある。そのなかのひとつにブリキ

の板に描かれた絵がある。現地ではこれを奉納画と

呼び、そこにはイエス・キリスト、聖母マリア、諸

聖人とともに彼らの執り成しによって叶えられた出

来事、そして感謝の言葉が書きこまれる。キリスト

教に関連した資料を収集する西南学院大学博物館で

は、メキシコの奉納画を所蔵している1。本稿で紹介

する《聖母への奉納画》もそのうちのひとつである。

　本稿では、資料の紹介をするにあたって、まずは

奉納画の起源とメキシコにおける奉納画の歴史的背

景について概観していく。

【奉納画の起源】

　病気や事故をはじめとする何らかの危機的状況に

遭遇した際、人々は聖人や聖母に対して祈った。そ

して、彼らの執り成しによって願いが成就したなら

ば、治癒した身体の部分をかたどった金属の打ち抜

きや蝋細工、木の板などに祈願内容を図像化したも

のなどを、誓願した聖人や聖母に由来する教会に奉

納した2。この習慣はヨーロッパや中南米などカト

リック世界で広く見られる。

　神にものを奉納する習慣は、新石器時代に遡り、

エジプトやメソポタミアでも人物像の奉納があっ

た。身体の部位を奉納することは、古代ギリシャに

始まる。エーゲ海のマルタ島からは粘土や石灰でつ

くられた目、耳、手足など身体の部位を表した奉納

品が出土している。さらに、紀元前5世紀に確立し

た医神アスクレピオス崇拝においても、身体の一部

を模した金属製の奉納物が捧げられていた3。これ

らの奉納物は現在でも、粘土や金属だけではなく蝋

細工という形態で、カトリック世界の各地に同様の

伝統をみることができる。

　奉納品のもうひとつの形態として、祈願内容を図

像化したものがある。正確な起源は不明だが、この

形態はキリスト教がヨーロッパに浸透して以降のも

のと考えられ、17世紀中頃にはすでに感謝のしるし

として習慣化していた4。奉納画は日本の絵馬と似

ているが、事前に願を掛ける絵馬と異なり、奇蹟的

な力によって救ってくれた神や聖母や聖人への感謝

の証である。すなわち、絵馬が今後のことを祈願し

て奉納するのに対し、奉納画は過去に起こったこと

に感謝して奉納するものである。

　これらの奉納品は教会の内外に貴賤を問わず奉納

された。奉納の習慣は中南米でも大いに隆盛した。

メキシコには、スペインによってキリスト教ととも

に伝えられたのである。

【メキシコへのキリスト教伝来】

　15世紀末の大航海時代、ポルトガルとスペインは

ほかに先駆けて世界の海に乗り出し、1492年コロン

ブスが新大陸に到達したのを機に、アメリカ大陸へ

進出した。現在のメキシコに相当する地域にスペイ

ン人エルナン・コルテスが軍を率いて上陸したの

は、1519年のことである。当時、その地域の覇権を

握っていたのはアステカ帝国であった。コルテス軍

はアステカ帝国の首都テノチティトランを目指し進

軍した。1521年8月13日、コルテス軍は激しい攻防

戦の末にアステカ帝国を滅ぼした。こうして獲得さ

れた領域はヌエバ・エスパーニャ（新スペイン）と名

づけられた。コルテスはテノチティトランの廃墟の

上に首都メキシコシティの建設を命じた。町の中心

をなす中央広場と大聖堂は、テノチティトランの心

臓部であった大神殿跡に建設された。

　新大陸の征服活動は、武力による征服であると同

時にキリスト教による精神の征服でもあった。先住

民のキリスト教（カトリック）化はスペイン国王が新

大陸を征服するにあたってローマ法王庁より課せら

れた責務であった。しかしキリスト教の布教は、単

に国王たちが負った義務として実行されたのではな
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かった。イサベル1世とフェルナンド2世が「カトリッ

ク両王」と呼ばれるように、スペインの国王たちは

信仰心の篤いキリスト教徒でもあった。また征服者

たちの多くも篤い信仰心に支えられていた。

　新大陸の征服にスペイン人を駆り立てたのは黄金

への欲であったが、同時にキリスト教を伝道すると

いう信仰への情熱が彼らにあった。遠征する探検隊

には、従軍司祭とも呼ぶべき宣教師が参加していた。

ヌエバ・エスパーニャに到来した最初の聖職者は、

コルテスの遠征隊に随行した3名の従軍司祭たちで

あった。やがて1523年にフランシスコ会がヌエバ・

エスパーニャで最初の組織的な布教活動を開始し

た。1526年にはドミニコ会が南部のオアハカを中心

に活動を開始した。1533年にはアウグスティヌス会

が参入した。これら3つの修道会は、16世紀前半の

メキシコにキリスト教を布教する先鋒でもあった。

植民地時代を通じて辺境の地に入り、また広く教育

に業績を残したイエズス会がヌエバ・エスパーニャ

に到着したのは1572年である。

　初期の布教活動はしばしば強引に実施された。征

服期に、一日に数十人あるいは数百人という単位で

洗礼を受けさせられたことはその典型的な例であ

る。また、スペイン人たちは各地で先住民の神殿や

偶像を徹底的に破壊した。

　少ない宣教師で広大な地域に効率よく布教するた

めに、各修道会はまず、先住民を集めて新しい集落

を建設することから始めた。宣教師たちが目指した

のは、西欧型の集落を造ることであった5。村の中

心には修道院が建設され、宣教師が2 ～ 3人ずつ常

駐した。周辺の小集落には、宣教師が巡回して布教

にあたった。16世紀半ばまでに、ヌエバ・エスパー

ニャでは160の修道院が建設され、約800人の宣教師

が布教活動に従事していた6。先住民を改宗させる

ためにも、宣教師たちは彼らの言語や宗教、慣習な

どを学び、彼らを理解しようと努めた。また、彼ら

はキリスト教を先住民が抵抗を感じずに受容できる

よう、キリスト教に土着の宗教要素が残存すること

に対して比較的寛容でもあった。このような宣教師

の活動が、広大な地域における迅速な布教につな

がった。さらに、改宗した先住民村には、王権が保

証した先の共有地と村会運営の権利が与えられたこ

とも布教拡大を後押しした。

　スペインのカトリック教会は300年にわたる植民

地時代を通じて植民地統治機構の一部として機能し

た。これによって植民地支配を行う上で不可欠なイ

デオロギー的かつ社会的基礎を整備すると同時にヌ

エバ・エスパーニャの先住民の生き方を変えたので

ある。

【メキシコの奉納画】

　メキシコでは、信者が願い事の成就に感謝して奉

納した種々の奉納物を、レタブロ（retablo）と呼ん

でいる。レタブロという言葉は、もともとラテン語

のretaulusに由来し、祭壇の後ろの領域を意味する

が、現地では、祭壇背後を飾る奉納物にも当てはめ

ている7。それらはひとまとめにレタブロと呼ばれ

ているが、次のように大別することができる。イエ

ス・キリストや聖母、聖人のみを描いた小さな板絵

をレタブロ、心臓や手足など人体の一部を模した金

属の小片をミラグロ（milagro）、奇蹟によって救わ

れたことを感謝する言葉を書きこんだ小さな板絵を

エクス・ヴォート（ex-voto）、といったものに区別

される8。

　災厄に見舞われ、そこから逃れた者たちが教会に

奉納画を納めるのは、それを神や聖人に感謝するた

めである。こうした画像はそれを奉納する場所柄、

第三者に見られることを前提としている。その目的

は、奉納者が自分の信仰を告白し、危機を免れたの

は神や聖人の恩寵によるものであることを公にする

ことだ9。公の場に掲げることは、奉納者の経験を

周囲に広く告知し、後世に永く伝える。こうするこ

とによって奉納者は神あるいは聖人の恩寵を受けた

者として、その後の人生も祝福されたものになると

考えた。奉納画に記されている出来事のなかには、

奇蹟とは言いがたいものもある。骨折や切り傷など

安静にしていれば治る怪我もあるのだが、これらも

奇蹟による回復となる。聖なる奇蹟がなくとも回復

したかもしれないが、そこにあえて神や聖母、聖人
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の介在があったと信じることで、自らが彼らに守ら

れていることを確認し、保証しようという心持ち、

それが奉納画という習慣の根底にある10。

　奉納画は、小さくカットしたブリキ板にペンキで

描いたものが一般的だ。これは、合金技術の発展が

奉納画の習慣を拡大する遠因になったからである11。

植民地時代から18世紀の終わりまで、奉納画の習慣

は、ごく一部の裕福な人々に限られていた。当時、

奉納画の基材にはカンヴァスが用いられており、こ

れはヨーロッパから輸入されたもの、あるいはメキ

シコに移住したスペイン人によって現地で生産され

たものだった。非常に高価なものであるため、一般

の民衆が手に入れることは困難だった。18世紀の終

わり頃、合金技術の発展によってブリキの生産が可

能になると、元々、別の目的のためにつくられたブ

リキ板は、現地の奉納画の画家たちによって安価で

容易に入手できる画材として利用されるようになっ

た。薄い鋼板に錫をメッキしたブリキ板の表面は塗

料をよく付着させ、カンヴァスや板絵よりも耐久性

があり、銅板よりもずっと軽かったことも奉納画に

適していた。1830年代には奉納画の画材としてブリ

キ板が広く普及し定着した。安価で手に入るブリキ

板は、それまで一部の裕福な人々に限られていた奉

納画の風習を、19世紀半ば頃には民衆の間に拡大さ

せた。特にメキシコ中央西部地域に広がりを見せ、

大多数の奉納画が大衆によって奉納されるように

なった。

　19世紀以降、民衆のための奉納画は無名の画家に

よってつくられた。メキシコでは、1785年に最初の

美術学校が設立されたが12、奉納画の画家のほとん

どは、必ずしもアカデミックな訓練を受けたわけで

もなければ、初めから美術作家をめざしたわけでは

ない者たちだった。彼らによってつくられた奉納画

は、素朴とも稚拙とも判じがたい印象を与える。し

かし、その技術の欠如が、災厄の場面を描いた奉納

画から生々しい凄惨さを排除し、代わりに奉納者の

感謝と誠意を画面上に示している。事故や病気、災

害などの肉体の苦痛をテーマにした奉納画にとっ

て、過剰な写実は必要とされるものではないのだろ

う。そのような曖昧なあるいは一種ゆとりのような

ものが奉納画の持つ独特な魅力となっている。

　無名の画家による奉納画は、その技量に程度の差

こそあるが、画面の構成はほぼ共通している。一般

的に画面は以下のような構成になっている。画面の

上部では超自然的な存在が雲や玉座あるいは祭壇の

上に、炎や光に囲まれて登場している。画面の下半

分では、室内か屋外で奉納者や神の加護を求める者

が祈禱し、その傍らに奉納の原因が描写される。さ

らに、最下部では言葉によって状況が説明される。

このように奉納画は、最上部が聖人の顕れる聖なる

空間すなわち天上世界、中間部が奉納者と奉納の原

因となった出来事の地上世界、最下部が聖なる奇蹟

のいきさつと奉納者の献辞を記す空間という3つの

層から構成される13。しかし、20世紀以降、その構

図に変化が生じる。奇蹟のいきさつを語る献辞は、

画面中央あるいは上部に書きこまれるようになるの

である14。

　さらに時代が下ると、奉納画に代わる新たな奉納

品が人々によって教会に納められる。災厄の出来事

に関連する写真や新聞記事がそのまま額に入れられ、

奉納画の代わりとして用いられるようになる15。その

結果、ブリキ板による奉納画は次第に制作されるこ

とも、奉納されることもなくなっていくのである。

　しかし、ブリキ板を用いた伝統的な奉納画は、20

世紀のメキシコを代表する女性画家フリーダ・カー

ロ（1907－1954）によって再発見される。奉納画の手

法はフリーダに大きな影響を与えた。彼女の作品に

見られる不思議な個性、すなわち強烈な色彩、不安

定な構図、一見稚拙な描法、衝撃的なテーマにもか

かわらず無表情につき離した画面などは奉納画に共

通する。フリーダと奉納画の関わりは、1925年、フ

リーダがバス事故に巻き込まれたことから始まる。

その事故は18歳だったフリーダが乗っていたバスと

電車が衝突した大事故で、彼女の人生を一変させる

大怪我を負わせるものだった。事故の後、フリーダ

の両親は大怪我を負いながらもかろうじて娘の命が

助かったことに感謝して、聖母に奉納画を捧げた16。

療養生活をきっかけにフリーダは絵を描くようにな
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り、1932年からは奉納画を範にとったような作品を

つくりあげていく。当時、彼女は画集や夫ディエゴ・

リベラ（1886–1957）を通じてヨーロッパのあらゆる

絵画を知り、美術への造詣は深かった。しかし、事

故の後遺症による肉体の苦痛、あるいは恋多き男

だったディエゴから裏切られた苦悩を描くとき、フ

リーダはあえて奉納画の手法を取り入れた。絵具が

定着するようあらかじめ下塗りされた小さな金属板

を使い、奉納画のような基材とサイズで作品を制作

した。小さな金属板に描くことを勧めたのは、ディ

エゴだった17。奉納画のコレクターだったディエゴ

は18、奉納画の手法を用いれば、フリーダの絵の精

神性がさらに深まると考えたのだ19。フリーダの絵

も奉納画も、ともに肉体的苦痛のありさまを詳細か

つ率直に描写している。奉納画はフリーダのプリミ

ティブ・スタイルの最も重要な源になった20。フ

リーダは奉納画を再発見し、メキシコの民衆に伝統

的に伝わる奉納画の手法を自らの作品のテーマと版

型と様式に凝縮した最初の画家であった。

【西南学院大学博物館所蔵《聖母への奉納画》】

　本資料は聖母に捧げられた奉納画である。奇蹟の

いきさつと奉納者の感謝の言葉が記された聖母への

献辞は、画面の上部に書きこまれている。それは伝

統的な奉納画の特徴と異なるが、このような献辞の

表記は20世紀以降につくられた奉納画に見られるも

のであり、したがって、本資料も20世紀以降の奉納

画と考えられる。

　献辞には、ある母親が自分の娘に言い寄る骸骨を

聖母と帚の助けによって退散させたことを感謝する

旨が書かれている。感謝を捧げられている聖母は、

奉納画の右上に描かれている。その姿は、メキシコ

で最も信仰を集める「グアダルーペの聖母」に類似し

ている。

　「グアダルーペの聖母」は、先住民の前に褐色の肌

をした聖母が顕れ、病を治したという奇蹟を起源と

する21。1531年12月、キリスト教に改宗したばかり

の先住民の男フアン・ディエゴがミサに参加するた

めにメキシコシティ北部のテペヤクの丘を歩いてい

ると、聖母マリアが彼の前に顕れた。聖母はその丘

に聖母のための礼拝堂を建立するようメキシコ司教

に伝えてほしいと告げた。フアンはいわれたとおり

にメキシコ司教スマラガのもとに行き、見聞したこ

とを司教に話したが、司教は俄かには信じなかった。

聖母は再度フアンの前に顕れ同じことを告げたが、

やはりフアンが司教を説得することはできなかっ

た。スマラガ司教から聖母であるという確たる証拠

を見せるように言われたフアンは、そのことを聖母

に伝えた。聖母は明日テペヤクの丘に来れば証拠の

品を渡すと答えた。ところが、フアンが家に戻ると、

彼の伯父が病に伏し瀕死の状態だったため、翌日は

聖母のもとに行くことができなかった。その夜、死

を覚悟した伯父から司祭を呼んでくるように頼まれ

たフアンが教会に急ぐ道すがら、彼の前に聖母が顕

れた。やむなく事情を話したフアンに聖母は伯父が

病から快癒すると告げた。フアンが家に戻ったとき、

伯父は病から回復していた。聖母に感謝したフアン

は、聖母の命に従うことを申し出た。聖母は場所柄

咲いているはずのない花を彼に与えた。フアンは花

をマントにくるみ、司教のもとへ走った。そして、

フアンが司教の前でマントを開くと、花を包んでい

たマントに黄金色に光り輝く褐色の肌の聖母の像が

浮かび上がった。こうして、テペヤクの丘の上に

は礼拝堂が建てられ、人々の信仰を集めるように

なった。

　グアダルーペの聖母がどのようにして広く信じら

れるに至ったのか。聖母のための礼拝堂が建てられ

たテペヤクの丘は、もともとアステカの母性神トナ

ンツィンの神殿があった土地だった。先住民の人々

は、テペヤクの丘に顕れた聖母に、かつて信仰した

豊穣の女神を見出した。そして最も注目すべきは、

フアン・ディエゴの前に顕れた聖母の肌の色が褐色

であることだ。聖母の肌の色は聖母が先住民に属す

ることを示していた。グアダルーペの聖母は、メキ

シコ中央高原の先住民の大地母神への信仰を聖母マ

リアへのそれにすくい取ったのである22。カトリッ

ク教会は、先住民がキリスト教を受け入れやすいよ

う、キリスト教に土着の信仰が残存することをある
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程度許容した。こうして、グアダルーペの聖母への

信仰は、土着の信仰とキリスト教が融合した典型的

な例のひとつとなった。

　グアダルーペの聖母への信仰は、先住民だけにと

どまらなかった。メキシコシティのクリオーリョ（植

民地生まれの白人）たちの間でも、グアダルーペの

聖母が熱烈に歓迎された。スペイン本国人よりも劣

ると見下されたクリオーリョにとって、聖母の顕現

譚は、異教の神々によって汚された土地に、神が許

しを与え特別な恩寵を約束したことの証であり、征

服を敢行した人 （々クリオーリョの父祖たち）の功績

を称えるものだったからである23。このように、グ

アダルーペの聖母への信仰は、民族を問わず、メキ

シコの人々の間にあまねく広まっていった。

　本資料の献辞には、グアダルーペの聖母を指す言

葉は書かれていない。しかし、聖母の褐色の肌、胸

の前で重ね合わせた両手、光に包まれ、足元に天使

を配するたたずまいがグアダルーペの聖母のそれと

非常に類似している。本資料の聖母がグアダルーペ

の聖母であるならば、聖母が帚とともに追い払った

骸骨は何を意味するだろう。次に本資料の骸骨を見

てみよう。

　本資料において楽器を手に踊るような動作を見せ

る骸骨は、献辞ではカラカ（calaca）という言葉に

よって記されている。カラカとはメキシコの言葉で

頭蓋骨あるいは骸骨を意味する。メキシコでは骸骨

を陽気なあるいは滑稽な姿で表現することは珍しい

ものではなく、このような骸骨はメキシコの祝祭で

ある「死者の日」に登場する。11月1日と2日に祝われ

る死者の日はメキシコ独特の伝統行事で、この祭り

の期間は死者の魂が戻ってくると信じられている。

死者を偲ぶ風習はアステカ社会にも存在しており、

死者の日はメキシコ土着の死者追悼儀礼とキリスト

教の諸聖人の日（万聖節）が融合したものと考えられ

ている。死者の日が近づくとメキシコ各地では、砂

糖菓子でつくった骸骨やパン・デ・ムエルト（死者

のパン）、センパスチトルの花で祭壇を飾りつける。

町中を飾り、人々が扮する死者の日の骸骨のイメー

ジは、メキシコ革命前後24に活躍した芸術家たちの

影響によるところが大きい。

　19世紀後半から20世紀のメキシコ革命勃発直後ま

でメキシコシティで活躍した版画家ホセ・グアダ

ルーペ・ポサダ（1852－1913）は、当時の民衆向け新

聞に、政治問題や社会風刺などの挿絵を手掛けた。

彼は絵の中で、あらゆる人間、貴族であろうと聖職

者であろうと貧民であろうと着飾った婦人であろう

と、また動物であろうとも、すべてのものを骸骨の

姿で描き、皮肉った。ポサダは下層階級出身で、正

規のアカデミックな美術教育を受けたわけではな

い。しかし、その分、民衆のひとりとして彼らの喜

怒哀楽やさまざまな行事に対して共感し、骸骨のイ

メージを介して大衆の感じたことを代弁した。それ

が大衆の支持を受けるとともに、革命後の芸術家た

ちから大いに評価された。フリーダの夫ディエゴ・

リベラが1947年から48年にかけて描いた《日曜日の

午後、アラメダ公園を散歩する夢》という題の画面

には、19世紀から20世紀初頭のメキシコの歴史上で

活躍した有名人が多数登場する。その最前列にはポ

サダと彼が創造した骸骨の貴婦人が描かれている。

ポサダによって、死は骸骨であるというイメージが

メキシコの人々の間で定着した。さらに、ポサダに

続く芸術家たちによって、骸骨はメキシコ的なもの

を象徴するシンボルとしてメキシコにおいて不動の

ものとなった。

　本資料における骸骨もまたここでは死を象徴する

存在として描かれている。つまり、娘に言い寄る骸

骨は娘に死の危険が迫っていたことを表しているの

である。本資料の聖母が病を癒した伝説をもつグア

ダルーペの聖母であり、骸骨が娘の死を象徴するも

のであるならば、その意味するところは、病気によっ

て死に瀕していた娘が聖なる奇蹟によって回復した

ことを感謝するものと推測できる。

　以上、メキシコにおけるキリスト教と奉納画につ

いてみてきた。16世紀、キリスト教はカトリック大

国であるスペインによってメキシコへ伝えられた

が、現地の人々は西洋から伝えられたそれをそっく

りそのまま受容したわけではない。土着の信仰と融

合しながら、メキシコ独自の信仰を確立していった。
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本資料の聖母がそのことをよく示している。グアダ

ルーペの聖母はまさにメキシコ特有の聖母への信仰

を示す典型的な例である。またメキシコの奉納画は、

単なるキリスト教の信仰を示す祈りの道具だけでは

ない。奉納画はフリーダ・カーロによって再発見さ

れ、彼女のプリミティブ・アートの源になった。本

資料に描かれている骸骨は、メキシコの文化伝統を

象徴している。このように奉納画はフォーク・アー

ト（民衆芸術）としての特徴も有している。したがっ

て本資料は、その内容においても、資料の年代や形

式においても、メキシコの信仰と習俗がうかがえる

重要な資料といえるのである。
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